
 

  

                          

◎
通
常
理
事
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て 

令
和
２
年
度
第
６
回
通
常
理
事
会
が
１１
月

27
日
、
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
理
事
・
監
事
が

出
席
し
て
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

【
議 

案
】 

① 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
専
決
処
分
の
報
告

及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て 

 
 

② 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

③
令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
２
回
） 

 

案
に
つ
い
て 

議
案
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
新
規
の
受
注
も
あ
り
ま

し
た
。
香
芝
市
内
の
小
中
学
校
全
14
校
よ

り
、
校
内
の
消
毒
作
業
を
受
注
し
ま
し
た
。

７
月
か
ら
総
勢
約
54
名
の
会
員
が
各
校
１
日

２
時
間
、
昇
降
口
や
廊
下
・
机
な
ど
、
子
供

た
ち
が
手
を
触
れ
る
よ
う
な
場
所
を
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
す
る
も
の
で
、 

令
和
３
年
３
月
末
ま
で 

行
わ
れ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
対
応
が
混
迷 

す
る
中
、
ご
協
力
い
た 

だ
い
た
会
員
の
皆
様
に 

は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会員数 ４２１ 

 男  ３４５ 

 女   ７７ 
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新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

 

船 

木 

克 

容 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
を
迎
え
会
員
の
皆
様
並
び

に
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
罹
患
さ
れ
た
方
々
に
は
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
ご
快
復
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
様
式
は
一
変

し
ま
し
た
。
世
界
中
で
医
療
体
制
が
大
変
な
困
難
に
直
面
し
、
経
済

活
動
そ
の
も
の
が
止
ま
り
、
需
要
が
冷
え
込
む
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
多
々
苦
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
事
務
局
と
し
て
は
感
染
拡
大
防
止
策
の
徹
底
を
図
り
、
行
え
る

事
業
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
身
体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
手
洗
い
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
発
熱
の
症
状
が
あ
る
な
ど

体
調
の
悪
い
方
は
外
出
を
控
え
る
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
年
も
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
さ
せ
て
戴
き
、
新
年
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。 

新

し

い

地

域

貢

献

の

仕

事 

 



 

  

◎事業実績について 

 本年度の事業実績は１１月末現在の契約金額（累計）１億３，８５１万円で前

年同月と比較して５４３万円、率にして４.１％の増となりました。 

 一般労働者派遣事業に於ける４月から１１月の受注件数は４０件で、契約金額

（累計）は、２，３６５万円となりました。前年同月と比較して件数で５件の増、

契約金額で１４６万円の減となりました。 

就業実績（１１月） 

月間就業実人員     ２５２人   月間就業率        ６１.８％ 

１日平均就業人員   １０１.１人  １日平均就業時間    ３.８時間 

１月平均就業日数      １２日  １月平均配分金額  ６１,１５１円 

 

男女別就業実人員（４月～１１月） 

就業実人員  ２９６人（男２４６人・女５０人）  就業率 ７２.５％ 

※ 派遣事業を含む   就業実人員  ６７人  就業率 ７９.４％ 

区　分

仕事の区分 件 数 配 分 金 件 数 配 分 金 件 数 % 配 分 金 %

専門技術群 0 0 3 11,500 △ 3 △ 100.0 △ 11,500 △ 100.0

技　能　群 916 17,979,685 922 18,149,850 △ 6 △ 0.7 △ 170,165 △ 0.9

事務整理群 4 67,100 8 141,311 △ 4 △ 50.0 △ 74,211 △ 52.5

施設管理群 118 49,267,126 126 48,875,551 △ 8 △ 6.3 391,575 0.8

一般作業群 1,185 45,964,651 1,095 42,885,381 90 8.2 3,079,270 7.2

サービス群 37 665,170 57 863,975 △ 20 △ 35.1 △ 198,805 △ 23.0

計 2,260 113,943,732 2,211 110,927,568 49 2.2 3,016,164 2.7

仕事別配分金実績（４月～１１月）
単位：円

令和2年度 令和元年度 対　前　年　比　較

                          

                          

【
お
願
い
】 

① 

携
帯
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
サ
ー
ビ 

ス
（
以
下
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
と
い
う
。）
に
つ
い
て 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
々
の
業
務
の
効

率
化
・
省
力
化
を
図
る
た
め
Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信

を
令
和
3
年
よ
り
開
始
す
る
予
定
で
す
。

Ｓ
Ｍ
Ｓ
送
信
で
は
、
会
員
の
皆
様
へ
の
連

絡
や
様
々
な
お
知
ら
せ
等
を
発
信
す
る
予

定
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
携
帯
番
号

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
携
帯
を

お
持
ち
の
方
で
、
ご
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
登

録
さ
れ
て
い
て
、
携
帯
番
号
を
変
更
さ
れ

た
方
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

② 

会
員
の
皆
様
に
求
め
ら
れ
る
「
新
し
い
生 

活
様
式
」
の
徹
底
と
早
め
の
相
談
を
！ 

こ
れ
か
ら
も
３
密
を
避
け
手
洗
い
・
う
が 

 

い
な
ど
の
感
染
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

会
員
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
が
最
優
先 

 

と
な
り
ま
す
の
で
、
就
業
先
の
コ
ロ
ナ
対
策 

 

等
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
セ
ン
タ 

 

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
発 

注
者
に
相
談
し
、
で
き
る
限
り
の
対
応
に
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 



 

  

                          

                          

                          

 会
員
さ
ん
が
受
取
っ
た
配
分
金
に
対
す
る
所
得
税
法
の
取
扱
い
に 

つ
い
て(
令
和
２
年
分) 

会
員
さ
ん
が
受
け
る
配
分
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
さ

れ
、
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
受
取
っ
た
配
分
金
収
入
は
、
原
則
、
翌
年
3

月
15
日
ま
で
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
配
分
金
収
入
に
対
し
て
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
27
条 

よ
り
、
55
万
円
を
上
限
と
し
て
最
低
保
証
必
要
経
費
（
家
内
労
働
者
等

の
事
業
所
得
等
の
所
得
計
算
の
特
例
）
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
配
分
金
収
入
と
給
与
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
給
与
所
得
控
除

額(

最
低
55
万
円
。
た
だ
し
、
収
入
金
額
を
限
度
と
な
り
ま
す
。)

 

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
配
分
金
に
係
る
上
記
の
最
低
保
証

必
要
経
費
（
55
万
円
）
は
55
万
円
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
を
控
除
し

た
残
額
が
最
低
保
証
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。 

※
こ
の
家
内
労
働
者
等
の
事
業
所
得
等
の
所
得
計
算
の
特
例
を
受
け
る

に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
所
定
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
配
分
金
収
入
と
は
別
に

公
的
年
金
等
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

【
特
例
の
適
用
対
象
者
】 

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
が
行
う
業
務
に
基
づ
い
て
就
業
す
る
高
年
齢

者
は
、
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
対
し
て
継
続
的
に
人
的
役
務 

の
提
供
を
行
う
こ
と
を
業
務
す
る
者
で
あ
り
、「
特
定
の
者
に
対
し
て
継

続
的
に
人
的
役
務
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
業
務
と
す
る
者
」
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

【
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
】 

平
成
23
年
分
以
後
は
、
そ
の
年
に
お
い
て
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
を
有
す
る
居
住
者
で
、
そ
の
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

400
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

注
1)

こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
医
療
費
控
除
に
よ
る
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

(

注
2)

公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
確
定
申
告

の
必
要
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

(

注
3)

平
成
27
年
分
以
後
は
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
さ
れ
な
い
下
記

※
に
該
当
す
る
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
公
的
年
金
等
に

係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
の
適
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
外
国
の
法
令
に
基
づ
く
保
険
又
は
共
済
に
関
す
る
制
度
で
「
国
民
年

金
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
公
務
員
等
の
共
済
組
合
法
な
ど
の
規
定
に
よ

る
年
金
」
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
社
会
保
険
又
は
共
済
制
度
に

類
す
る
も
の
。 

○
葛
城
税
務
署 
℡
２
２-

２
７
２
１ 



 

  

◆
事
務
所
移
転
の
候
補
地
の
条
件 

 
・
会
員
及
び
利
用
者
様
の
利
便
性
を
考
慮 

し
、
市
の
中
心
地
を
選
定 

・
会
員
の
安
全
確
保
の
た
め
道
路
事
情

が
良
い
こ
と 

・
公
用
車
そ
の
他
来
客
車
両
の
駐
車
場

の
確
保 

・
作
業
用
機
材
の
倉
庫
の
確
保 

・
施
設
改
修
費
用
の
軽
減 

・
防
災
上
安
全
な
地
域 

・
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
整
備
が
容

易 

◆
事
務
所
の
移
転
先
を
Ｊ
Ａ
磯
壁
支
店
跡

と
し
た
場
合 

メ
リ
ッ
ト 

・
交
通
の
安
全
面
で
道
路
事
情
が
良
い 

・
施
設
改
修
費
用
の
削
減
が
可
能 

・
作
業
用
機
材
の
収
納
が
可
能 

・
事
務
所
近
く
で
駐
車
場
確
保
が
可
能 

デ
メ
リ
ッ
ト 

・
既
設
建
物
の
為
、
将
来
的
に
再
度
施

設
整
備
の
検
討
が
必
要 

・
耐
震
の
問
題
が
今
後
の
課
題
と
し
て

残
る 

・
現
事
務
所
よ
り
面
積
が
小
さ
く
な
る 

 

議
案
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

理
事
会
終
了
後
、
事
務
所
移
転
先
の
最
終
候

補
地
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

【
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】 

◆
清
掃
奉
仕
活
動 

昨
年
１０
月
１９
日

（
土
）「
シ
ル
バ
ー
の
日

に
、
近
鉄
下
田
駅
及
び

Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
付
近
で
、

清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

会
員
さ
ん
と
役
職
員

合
わ
せ
て
２５
名
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

◆
「
香
芝
市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」 

昨
年
１１
月
３
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
香
芝
市
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
」
で

当
セ
ン
タ
ー
の
チ

ラ
シ
配
布
や
、
お

も
ち
ゃ
遊
び
の
提

供
を
行
い
ま
し
た

。
前
回
に
引
き
続

き
、
薩
摩
芋
や
メ

ダ
カ
の
無
料
配
布

で
は
、
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
の
賑
わ

い
で
し
た
。 

△
△ 

前
回
事
務
局
だ
よ
り
の
訂
正 

▽
▽ 

 

１０
月
号
の
「
事
務
局
だ
よ
り
」
の
記
事
で
、

県
主
催
の
『
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
な
ら
』
の

実
施
場
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

《
誤
り
》 

 

北
葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
３
２
４
１ 

 

上
牧
町
文
化
セ
ン
タ
ー
市
民
ホ
ー
ル 

《
正
》 

 

生
駒
郡
斑
鳩
町
興
留
１０-

６-

４３ 

 

い
か
る
が
ホ
ー
ル 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

◎
安
全
就
業
に
つ
い
て 

み
ん
な
で
守
ろ
う
１０
ヵ
条 

①
作
業
は
、
安
全
第
一
、
急
い
だ
り
、
あ
わ

て
た
り
し
な
い 

②
器
具
類
は
、
使
用
前
に
必
ず
点
検
を 

③
服
装
・
履
物
は
作
業
に
あ
っ
た
動
き
や
す

い
も
の
に 

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を 

⑤
加
齢
に
よ
る
、
諸
機
能
の
低
下
を
認
識
し

無
理
を
し
な
い 

⑥
現
場
で
は
、
常
に
整
理
・
整
頓
を 

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を
正
確
に 

⑧
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る 

⑨
健
康
な
状
態
で
就
業
す
る 

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る 

 


